
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
28
号　

平
成
24
年
11
月
１
日
発
行
）

〈  

一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉
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9月定例会の概要

深
谷
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問
　
提
案
理
由
に
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た

め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確

保
と
あ
る
が
、
深
谷
市
は
こ
の

財
源
を
使
っ
て
何
を
す
る
予
定

な
の
か
。

答
　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
充
て
る
。

問
　
均
等
割
り
で
５
０
０
円
の

加
算
と
あ
る
が
、
10
年
間
で
ど

の
く
ら
い
の
額
に
な
る
の
か
。

答
　
平
成
24
年
度
市
民
税
の
均

等
割
り
納
税
義
務
者
数
は
、
６

万
８
千
人
×
５
０
０
円
×
10
年

で
３
億
４
０
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
県
民
税
も
５
０
０
円
の
増

税
と
聞
い
て
い
る
が
。

答
　
県
議
会
２
月
定
例
会
で
す

で
に
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
　
市
民
税
５
０
０
円
の
増
税

問
　
委
託
料
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

答
　
２
１
０
０
万
円
程
度
に
な

る
と
予
定
し
て
い
る
。

問
　
深
谷
市
に
と
っ
て
は
委
託

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
的
な

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答
　
現
在
業
務
に
か
か
わ
る
職

員
は
４
人
で
、
そ
の
経
費
は
約

３
４
０
０
万
円
。
こ
れ
が
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
に
か
か

わ
る
職
員
が
一
人
で
済
み
、
委

託
料
と
合
わ
せ
て
も
２
９
０
０

万
円
か
ら
３
０
０
０
万
円
に
な

り
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
。

問
　
指
定
管
理
者
と
し
た
場
合

を
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
豊

か
な
市
町
村
も
あ
る
と
思
う
が
、

県
内
の
他
市
町
村
の
動
向
は
。

答
　
県
内
63
市
町
村
の
う
ち
検

討
中
が
６
団
体
あ
る
が
残
り
57

団
体
が
実
施
済
み
あ
る
い
は
実

施
予
定
で
、
増
税
を
行
わ
な
い

予
定
の
団
体
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

問
　
深
谷
市
に
と
っ
て
防
災
上

何
が
必
要
な
の
か
議
論
し
た
上

で
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
充

て
る
と
決
定
し
た
の
か
。

答
　
市
民
の
多
く
の
方
に
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
か
ら
、
市

民
全
体
に
関
係
す
る
事
業
と
し
、

整
備
す
る
こ
と
が
必
須
の
防
災

行
政
無
線
に
決
定
し
た
。

問
　
非
課
税
に
な
る
の
は
ど
ん

な
人
か
。

答
　
均
等
割
り
が
非
課
税
と
な

っ
て
い
る
方
は
５
０
０
円
の
加

算
は
さ
れ
な
い
。

に
比
べ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

答
　
指
定
管
理
者
と
し
た
場
合

は
、
入
居
決
定
等
の
決
定
権
が

付
与
さ
れ
ず
市
に
一
部
事
務
が

残
っ
て
し
ま
う
が
、
管
理
代
行

と
し
た
場
合
は
事
務
を
全
て
移

行
で
き
る
。

問
　
管
理
代
行
に
な
っ
た
後
、

市
に
は
ど
の
よ
う
な
責
任
が
残

る
の
か
。

答
　
管
理
代
行
後
も
法
令
で
定

め
ら
れ
た
管
理
義
務
や
修
繕
義

務
な
ど
は
、
市
の
責
任
と
し
て

残
る
。

深
谷
市
営
住
宅
管
理

問
　
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
に

管
理
を
委
託
す
る
に
あ
た
っ
て

入
居
者
、
申
込
者
が
不
便
に
な

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
　
現
在
行
っ
て
い
る
市
の
管

理
と
同
等
の
管
理
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
不
便
に
な

る
こ
と
は
な
い
。

承
認
可
決
し
た
主
な
条
例
等

会　派　名 深　　和　　会 公明党 深ク 志民 共産 彩新 無 審
議
結
果

議  員  名

議  案  

為
谷
　
　
剛

小
森
　
秀
夫

柴
崎
　
重
雄

吉
田
幸
太
郎

馬
場
　
　
茂

清
水
　
健
一

仲
田
　
　
稔

倉
上
　
由
朗

新
井
　
　
清

松
本
　
政
義

須
藤
　
邦
夫

中
矢
　
寿
子

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

武
井
　
伸
一

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

加
藤
　
温
子

加
藤
　
利
江

清
水
　
　
修

清
水
　
　
睦

田
島
　
信
吉

田
嶋
　
　
均

村
川
　
徳
浩

石
川
　
克
正

市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 可決
市営住宅管理条例及び深谷市営住宅駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
深谷市火災予防条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
調停の成立について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

（通告順）
○清水睦
　①緊急通報システムについて
　②公契約条例について
　③国保の被保険者証について
○吉田幸太郎
　①（仮称）寄居 PA スマート

IC 開設に向けて
　②ＪＲ岡部駅始発の構想はあるか
　③外郭団体の代表者変更
○加藤利江
　①庁舎等の耐震診断結果について
　② 11 月の産業祭について
　③姉妹都市との友好関係の継続

的なつきあいかたについて
　④高品質堆肥製造センターの今

後について
○清水健一
　①子どもたちの安心安全について
　②地域コミュニティの活性化に

ついて
○柴崎重雄
　①深谷市公共施設の老朽化につ

いて
　②暑さ対策について

○武井伸一
　①小中学校について
　②高齢化が進む中で
　③排水路について
　④災害対策について
○馬場茂
　①産業祭について
　②農業振興について
   ③ドッグラン設置について
○五間くみ子
　①学校施設の防災機能の向上に

ついて
○清水修
　①本田地内・前根岸の排水路の

汚染について
　②学童保育の家賃負担について
　③補助金等見直し方針について
　④再生可能エネルギーの本格的

な普及について
○村川徳浩
　①市役所庁舎について
　②埼玉県から購入した旧埼玉県

教育センターについて
　③（仮称）寄居ＰＡスマートイ

ンターについて

○中矢寿子
　①思いやり駐車スペースの利用

について
　②更なる防災力の強化について
　③ゴミの減量・資源リサイクル

事業について
○永田勝彦
　①川本明戸地区給水管
　②畠山市道Ｒ 197 号線
　③上原市道 P − 40 号線
○髙田博之
　①自動販売機の設置について
　②新庁舎建設に取組むべきであ

る
○加藤温子
　①「花いっぱいのふかや」年中、

来訪者増への工夫を
　②子供達への公平、平等の観点

から
○三田部恒明
　①人・農地プランについて
　②外国人患者の救急搬送について
○田嶋均
　①深谷市の活性化について

質問項目一覧

QA
希
望
す
る
高
齢
者
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を

設
置
対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

清し

水み
ず　
　

睦
む
つ
み

問
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
は
原
則
と
し

て
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
で
常
時
見
守
り
が
必
要
な
方
を
対
象
と
し

て
い
る
。
だ
が
疾
患
が
な
く
て
も
高
齢
者
は

い
つ
危
険
に
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
ま
た
親
族

が
い
て
も
一
日
中
見
守
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

す
べ
て
の
高
齢
者
が
希
望
す
れ
ば
設
置
で
き

る
よ
う
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
例
外
と
し
て
家
族
が
病
気
や
要
介
護
な

ど
の
場
合
設
置
の
判
断
を
し
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
設
置
対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を
　

問
　
市
の
発
注
す
る
公
共
事
業
は
現
在
最
低

制
限
価
格
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
建
設
産

業
は
重
層
下
請
構
造
で
、
労
働
者
は
低
い
賃

金
で
働
く
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
一
定
の
公
務
単
価
を
保
証
す
る
こ
と
を

定
め
る
の
が
公
契
約
条
例
で
あ
り
、
本
市
で

も
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
国
に
お
い
て
公
契
約
条
例
の
基
本
と
な

る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
９
４
号
に
批
准
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
労
使
間
の
労
働
条
件
は
、
現
行
の
法
令

に
よ
り
合
意
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お

い
て
公
契
約
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

国
保
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

問
　
滞
納
を
理
由
に
正
規
の
被
保
険
者
証
が

加
入
者
全
員
に
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
全
員

に
発
行
で
き
な
い
か
。

答
　
資
格
証
明
書
、
短
期
保
険
証
は
、
滞
納

者
対
策
と
し
て
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
に
交
付
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

緊急通報システム

一般質問

　議会の重要な役割に行政のチェック機能があ

り、深谷市議会では決算特別委員会を設置し、一

つ一つの事業を詳細に審査している。

　昨年9月決算議会で、省エネルギーモデル温室

事業における施設使用者オーキッドファームの使

用料未収が問題視され、議会は市に対し未収金の

回収を要求した。市は、契約書遵守の立場から、

契約に基づく使用料の支払いが施設使用継続の条

件としたが、使用者からその額の支払いは不可能

との回答があり、市は3月末日で契約を解除する

旨を通告した。しかし、使用者が異議を唱えたた

め、さいたま地裁熊谷支部に調停の申し立てを行

い、未収総額が違約金を含め1億2700万円、施設

の明け渡しを11月末日とする裁判所の調停案が、

9月25日議会に提出された。

　議会は全会一致でこの調停案を可決承認し、9

月27日にオーキッドファームとの間で市の調停

案がほぼ全面的に認められる形で成立した。議会

は合意内容の実現に向けての推移に注視してい

く。

省エネルギーモデル温室事業
使用料未収事案調停成立


